
JP 6578680 B2 2019.9.25

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の系の個々のレベルを、それぞれ設定する個別レベル設定手段と、
　複数の前記系をまとめてグループ化することが可能とされ、グループ化された複数の前
記系における前記個別レベル設定手段の個々の設定レベルを一括して設定する全体レベル
設定手段と、
　前記個々の系毎に前記グループ化を設定するグループ設定手段と、
　前記系毎に、前記個別レベル設定手段で設定された個別設定レベルが表示され、前記グ
ループ化された複数の前記系では、前記個別設定レベルに、前記全体レベル設定手段で設
定された全体設定レベルを反映させたレベルが、前記個々の系からミキシング用のバスに
送出される送出レベルとして、前記個別設定レベルの表示にオーバレイ表示される表示手
段と、
　を備えることを特徴とするレベル設定装置。
【請求項２】
　前記表示手段には、前記複数の系のそれぞれの前記個別設定レベルと前記送出レベルと
のレベル値が、前記系毎に並べて表示されることを特徴とする請求項１に記載のレベル設
定装置。
【請求項３】
　さらに、前記系をオン／オフする切換手段を備え、
　該切換手段によりオフされた系においては、前記送出レベルを最小のレベルとすること
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を特徴とする請求項１または２に記載のレベル設定装置。
【請求項４】
　それぞれの入力チャンネルに設けられ、当該入力チャンネルのレベルを制御するチャン
ネルフェーダと、
　複数の前記入力チャンネルをまとめてグループ化することが可能とされ、グループ化さ
れた複数の前記入力チャンネルにおけるチャンネルフェーダの個々の設定レベルを一括し
て設定するグループフェーダと、
　前記入力チャンネル毎に前記グループ化を設定するグループ設定手段と、
　前記チャンネルフェーダで設定したチャンネルフェーダレベルに、前記グループフェー
ダで設定したグループフェーダレベルを反映させたレベルを、前記グループ化された複数
の前記各入力チャンネルからミキシング用のバスに送出される送出レベルとして算出する
算出手段と、
　前記入力チャンネル毎に前記チャンネルフェーダレベルが表示され、前記グループ化さ
れた複数の前記入力チャンネルでは、前記チャンネルフェーダレベルの表示に、前記算出
手段で算出した前記送出レベルがオーバレイ表示される表示手段と、
　を備えることを特徴とするレベル設定装置。
【請求項５】
　前記表示手段は、バーの長さによりレベルが示されるレベル表示部を有し、該レベル表
示部と、該レベル表示部の所定レベル位置に置かれることによりレベルを示すレベル指示
手段とにより、前記チャンネルフェーダレベルの表示に、前記算出手段で算出した前記送
出レベルがオーバレイ表示されることを特徴とする請求項４に記載のレベル設定装置。
【請求項６】
　さらに、１つの前記入力チャンネルから複数の前記ミキシング用のバスへ送るセンドレ
ベルを前記バス毎に制御する複数のセンドを備え、
　前記算出手段は、前記グループ化されていない前記入力チャンネルでは、前記チャンネ
ルフェーダで設定した前記チャンネルフェーダレベルに、前記各センドに設定されたセン
ドレベルを反映させることにより、前記各センドから前記バスへ送出される送出レベルを
算出し、前記グループ化された前記入力チャンネルでは、前記チャンネルフェーダで設定
したチャンネルフェーダレベルに、前記グループフェーダで設定したグループフェーダレ
ベルを反映させると共に、前記各センドに設定されたセンドレベルを反映させることによ
り、前記各センドから前記バスへ送出される送出レベルを算出することを特徴とする請求
項４に記載のレベル設定装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、バーの長さによりレベルが示されるレベル表示部を有し、該レベル表
示部と、該レベル表示部の所定レベル位置に置かれることによりレベルを示すレベル指示
手段とにより、前記センドに設定されたセンドレベルの表示に、前記算出手段で算出した
送出レベルがオーバレイ表示されることを特徴とする請求項６に記載のレベル設定装置。
【請求項８】
　表示手段を少なくとも備えるコンピュータに、
　複数の系の各系が備える個別レベル設定手段のユーザ操作に応じて、ユーザ操作された
系の個別設定レベルを設定する個別レベル設定ステップと、
　全体レベル設定手段のユーザ操作に応じて、複数の前記系をまとめたグループに属する
複数の前記系における前記個別レベル設定手段の個々の設定レベルを一括してレベル設定
する全体レベル設定ステップと、
　前記個々の系毎に前記グループに属させるか否かをユーザ操作に応じて設定するグルー
プ設定ステップと、
　前記系毎に、前記個別レベル設定ステップで設定された個別設定レベルを表示し、前記
グループ化された複数の前記系では、前記個別設定レベルに、前記全体レベル設定ステッ
プで設定された全体設定レベルを反映させたレベルを、前記個々の系からミキシング用の
バスに送出される送出レベルとして、前記個別設定レベルの表示にオーバレイ表示する表
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示ステップと、
　からなる手順を実行させることを特徴とするレベル設定プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、個別レベル設定手段で設定されたレベルと、全体レベル設定手段で設定さ
れたレベルを反映したレベルとを恒常的に同時に表示することができるレベル設定装置お
よびレベル設定プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ミキサは、入力信号系列として複数のマイク／ライン入力の入力チャンネル（以下、「
チャンネル」を「ｃｈ」として表す。）を備え、入力ｃｈからミキシング用のバスに送出
する。このバスからのミキシング信号は、出力信号系列である複数の出力ｃｈから出力さ
れる。各入力ｃｈでは、周波数特性および音量レベルが設定され、次いでバスへ送出され
るセンドレベルが設定される。
　従来のミキサにおいて、各入力ｃｈ毎に備えられているｃｈフェーダの複数をＤＣＡグ
ループとしてまとめ、ＤＣＡフェーダを操作することで、同一グループ内のｃｈフェーダ
を連動させて操作する機能が知られている。この場合、実際にそのｃｈからバスへ送出さ
れるレベルは、ｃｈフェーダのレベルにＤＣＡフェーダのレベルを反映したレベルとなる
。そして、従来のミキサにおいて、ｃｈフェーダのツマミの位置がフェーダレベルを示す
ことになるが、スイッチを操作することにより、ｃｈフェーダのツマミの位置を、フェー
ダレベルにＤＣＡフェーダのＤＣＡレベルを反映した位置に動かして、実際にそのｃｈか
らバスへ送出されるレベルをツマミの位置により表示することが知られている（特許文献
１参照）。これにより、スイッチを操作することで実際にそのｃｈから送出されるレベル
を簡単に確認することができるようになる。そして、スイッチを操作しない限りＤＣＡフ
ェーダのレベルが反映されないので、ｃｈフェーダにおいてはツマミを動かしてレベルを
細かく設定することができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２５３８７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のミキサにおいては、一時的にＤＣＡフェーダで設定されたＤＣＡレベルを反映し
たレベルを表示することはできたが、現在のｃｈフェーダで設定されたフェーダレベルと
、ＤＣＡレベルを反映した実際に送出されるレベルとを対比できるように恒常的に同時に
表示することはできなかった。すなわち、レベルを設定する際にフェーダレベルとＤＣＡ
レベルとの対比ができず、効率的にレベルを設定することができないという問題点があっ
た。
【０００５】
　そこで、本発明は、個別レベル設定手段で設定されたレベルと、全体レベル設定手段で
設定されたレベルを反映した実際に送出されるレベルとを対比できるように恒常的に同時
に表示するレベル設定装置およびレベル設定プログラムを提供することを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明のレベル設定装置は、複数の系の個々のレベルを、
それぞれ設定する個別レベル設定手段と、複数の前記系をまとめてグループ化することが
可能とされ、グループ化された複数の前記系における前記個別レベル設定手段の個々の設



(4) JP 6578680 B2 2019.9.25

10

20

30

40

50

定レベルを一括して設定する全体レベル設定手段と、前記個々の系毎に前記グループ化を
設定するグループ設定手段と、前記系毎に、前記個別レベル設定手段で設定された個別設
定レベルが表示され、前記グループ化された複数の前記系では、前記個別設定レベルに、
前記全体レベル設定手段で設定された全体設定レベルを反映させたレベルが、前記個々の
系からミキシング用のバスに送出される送出レベルとして、前記個別設定レベルの表示に
オーバレイ表示される表示手段とを備えることを最も主要な特徴としている。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明のレベル設定装置では、個別レベル設定手段で設定された個別設定レベルを表示
する表示手段に、グループ化された複数の系では、個別レベル設定手段の個別設定レベル
に、全体レベル設定手段の全体設定レベルを反映させたレベルを、個々の系から送出され
る送出レベルとして、前記個別設定レベルの表示にオーバレイ表示している。これにより
、表示手段を見ることで、個別レベル設定手段で設定されたレベルと、全体レベル設定手
段で設定されたレベルを反映した実際に送出されるレベルとを対比することができるよう
になる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明にかかるレベル設定装置を備えるミキサの主要な構成を示す回路ブロック
図である。
【図２】本発明にかかるミキサの構成を示す機能ブロック図である。
【図３】本発明にかかるレベル設定装置を備えるミキサで実行される表示処理のフローチ
ャートである。
【図４】本発明にかかるレベル設定装置を備えるミキサに表示される入力チャンネルのチ
ャンネル画面、その一部を拡大して示す図、異なる表示態様のチャンネル画面である。
【図５】本発明にかかるレベル設定装置を備えるミキサに表示される入力チャンネルのメ
イン画面、および、その一部を拡大して示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明にかかるレベル設定装置を備えるミキサ１の主要な構成を示す回路ブロック図を
図１に示す。
　図１において、ミキサ１は、入力ｃｈ数がｎとされている入力ｃｈ毎に設けられた入力
ｃｈ部１０－１，１０－２，・・・，１０－ｎを備え、各入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎ
において周波数特性およびＡＵＸバス１２とＳＴバス１３に送出されるレベルが制御され
る。本発明にかかるレベル設定装置は、入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎと、ミキサ１が備
える図示しないパネルに設けられた後述するチャンネル画面３０およびメイン画面４０が
表示される表示手段とにより構成される。入力ｃｈ部１０－１には入力ｃｈ１の音信号Ｉ
ｎ１が入力され、入力ｃｈ部１０－２には入力ｃｈ２の音信号Ｉｎ２が入力され、・・・
，入力ｃｈ部１０－ｎには入力ｃｈｎの音信号Ｉｎｎが入力される。各入力ｃｈ部１０－
１～１０－ｎは同じ構成とされており、ヘッドアンプ（ＨＡ）２１、イコライザ（ＥＱ）
２２、コンプレッサ（Comp）２３、フェーダ（Fader）２４、パン（Pan）２５を縦続接続
した構成、および、センド（Send）２６を備えている。ＨＡ２１は、入力された音信号Ｉ
ｎ１～Ｉｎｎを所定レベルに増幅するアンプであり、ＥＱ２２は、入力ｃｈの音信号Ｉｎ
１～Ｉｎｎの周波数特性を調整するイコライザであり、例えば、ＨＩ，ＭＩＤ　ＨＩ，Ｌ
ＯＷ　ＭＩＤ，ＬＯＷの４バンドの各バンド毎の周波数特性を可変できるようにされてい
る。また、コンプレッサ２３は、入力ｃｈの音信号Ｉｎ１～Ｉｎｎのダイナミックレンジ
を狭くして、入力ｃｈの音信号Ｉｎ１～Ｉｎｎが飽和することを防止しており、フェーダ
２４は、入力ｃｈの音信号Ｉｎ１～Ｉｎｎのレベルを制御する電動フェーダ等のレベル可
変手段であり、パン２５は、入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎからＬＲの２系統のステレオ
（ＳＴ）バス１３に送られるステレオ信号の左右の定位を調節している。さらに、センド
２６には、フェーダ２４の前と後とのいずれかの音信号が供給されており、複数本（ｍ本
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）のミキシング用のＡＵＸバス１２のそれぞれに送る音信号のセンドレベルを制御してい
る。この場合、センド２６には、ｍ本のＡＵＸバス１２毎にフェーダ２４の前からのプリ
フェーダ信号あるいは後からのポストフェーダ信号が選択されて供給され、選択された音
信号のセンドレベルを制御して各ＡＵＸバス１２に送っている。
【００１０】
　また、ミキサ１では、各入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎに備えられているフェーダ２４
の複数をＤＣＡグループとしてまとめて、ＤＣＡフェーダ１１を操作することで、同一の
ＤＣＡグループに属するフェーダ２４を連動させて操作する機能を有している。ミキサ１
には、グループ設定手段が備えられており、このグループ設定手段によりＤＣＡグループ
を複数作成して、任意の入力ｃｈを任意のＤＣＡグループに属させる設定を行うことがで
きる。ＤＣＡグループに属する入力ｃｈでは、実際にその入力ｃｈのフェーダ２４から送
出されるレベルは、フェーダ２４で設定したフェーダレベルにＤＣＡフェーダ１１のＤＣ
Ａレベルを反映したレベルとなる。
　ミキサ１においては、入力ｃｈ１～ｃｈｎの音信号を入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎか
ら、ｍ本のＡＵＸバス１２の任意のバスに供給してミキシングすることができると共に、
ＳＴバス１３に供給してミキシングすることができる。そして、ｍ本のＡＵＸバス１２か
らのミキシング信号は、出力ｃｈ数がｍとされている出力ｃｈ毎に設けられた出力ｃｈ部
１４－１，１４－２，・・・，１４－ｍのそれぞれの出力ｃｈに出力されている。また、
ＳＴバス１３でミキシングされたステレオ信号はステレオ出力ｃｈ部１５に出力されてい
る。出力ｃｈ部１４－１，１４－２，・・・，１４－ｍおよびステレオ出力ｃｈ部１５に
おいては、イコライザ、コンプレッサ、フェーダなどが縦続接続されて設けられており、
出力する音信号の周波数特性やレベルが制御される。
【００１１】
　ミキサ１の構成を示す機能ブロック図を図２に示す。
　図２に示すミキサ１において、音信号の信号処理はＤＳＰ（Digital Signal Processor
）５２を用いて実行されており、ＣＰＵ（Central Processing Unit）５０の制御の元で
入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎ、ＡＵＸバス１２、ＳＴバス１３、出力ｃｈ部１４－１～
１４－ｍ、ステレオ出力ｃｈ部１５における信号処理を行っている。これらの信号処理を
ＣＰＵ５０にて動作するソフトウェアによって実現しても良い。ミキサ１の全体の制御は
ＣＰＵ５０により行われている。メモリ５１は、フラッシュメモリとＲＡＭ（Random Acc
ess Memory）とを備え、ＣＰＵ５０が実行するレベル設定プログラム等の動作ソフトウェ
アや各種データがフラッシュメモリに記憶され、ＣＰＵ５０のワークメモリ領域や一時保
存データ等の領域がＲＡＭに設定される。なお、フラッシュメモリの一部領域をＲＡＭと
して用いてもよいし、フラッシュメモリに替えてハードディスク等の書換可能な不揮発性
の記憶デバイスを用いてもよい。表示手段である表示部５３は、液晶表示器等とされ後述
するチャンネル画面３０やメイン画面４０などの画面が表示される。操作部５４は、フェ
ーダ２４やセンド２６等の操作子を備え、操作子の操作を検出している。検出された操作
信号に基づいて信号処理に用いるパラメーターが編集される。表示部５３をタッチパネル
付きとして、タッチパネルを操作部５４とすることができる。その他Ｉ／Ｆ５５は、外部
機器を接続するためのインタフェースであり、ネットワーク用のインタフェースやＵＳＢ
（Universal Serial Bus）などのシリアルインタフェースとされる。音声Ｉ／Ｆ５６は、
ミキサ１に音信号を入力するアナログ入力ポートや信号処理された音信号を出力するアナ
ログ出力ポート、ディジタル信号を入力すると共に、外部に信号処理されたディジタル信
号を出力するディジタル入力／出力ポートを備えている。アナログ入力ポートから入力さ
れた音信号はディジタル信号に変換されて音声／通信バス５７に送出され、入力されたデ
ィジタル入力信号も音声／通信バス５７に送出される。音声／通信バス５７へ送出された
ディジタル信号はＤＳＰ５２が受け取って所定の信号処理が施される。これにより、ＤＳ
Ｐ５２から音声／通信バス５７に送出された音信号を音声Ｉ／Ｆ５６からスピーカ等へ供
給することができるようになる。
【００１２】
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　ミキサ１は本発明にかかるレベル設定プログラムを実行することにより、以下に説明す
るレベル設定装置を実現している。レベル設定装置では、入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎ
のフェーダ２４から送出される音信号の実際のレベルを算出して表示する表示処理をＣＰ
Ｕ５０が行い、表示処理により後述するチャンネル画面３０のフェーダレベルを表示する
表示部に、フェーダ２４から実際に送出されるレベルがオーバレイ表示されるようになる
。表示処理では、ＤＣＡグループに属する入力ｃｈでは、フェーダ２４で設定したフェー
ダレベルにＤＣＡフェーダ１１で設定したＤＣＡレベルを反映させて算出したレベルをオ
ーバレイ表示するようにし、ＤＣＡグループに属していない入力ｃｈでは、フェーダ２４
で設定したフェーダレベルが実際の送出レベルとなることから、フェーダレベルのみ表示
する。ＣＰＵ５０で実行される表示処理のフローチャートを図３に示す。
　表示処理は所定タイミングが到来する毎にスタートされ、表示処理がスタートされると
、ステップＳ１０にてＤＣＡが反映されるチャンネルか否かをＣＰＵ５０が判断する。こ
こでは、ＤＣＡグループに属していない入力ｃｈの場合はＤＣＡが反映しないと判断され
てステップＳ１１に進む。ステップＳ１１では、ＣＰＵ５０は表示するレベルをフェーダ
２４で設定されているフェーダレベル値のみとする。また、ＤＣＡグループに属している
入力ｃｈの場合は、ステップＳ１０でＤＣＡが反映すると判断されてステップＳ１２に進
む。ステップＳ１２では、ＣＰＵ５０は、フェーダ２４で設定されているフェーダレベル
を表示部５３に表示すると共に、ＤＣＡフェーダ１１で設定されているＤＣＡレベルをフ
ェーダレベルに乗算してフェーダ２４から送出される実際のレベルを算出し、算出したレ
ベルを表示部５３にオーバレイ表示する。ステップＳ１１あるいはステップＳ１２の処理
が終了すると表示処理は終了する。なお、ステップＳ１２において乗算により算出するの
は、フェーダレベルおよびＤＣＡレベルがリニアスケールの場合であり、ｄＢスケールの
場合はフェーダレベルにＤＣＡレベルが加算されて表示部５３に表示するレベルが算出さ
れる。なお、フローチャートでは示されていないが表示処理が一度スタートすると、全て
の入力ｃｈ部１０－１～１０－ｎにおける全てのフェーダ２４から送出される実際の各レ
ベルの全てがＣＰＵ５０で算出される。すなわち、ｎ回の表示処理がＣＰＵ５０で繰り返
し行われることになる。そして、算出された各レベルで表示部５３に表示される表示レベ
ルが更新されて記憶手段に記憶される。
【００１３】
　本発明にかかるミキサ１の表示部５３に表示される入力チャンネルのチャンネル画面を
図４（ａ）に、その一部を拡大して図４（ｂ）に、異なる表示態様のチャンネル画面を図
４（ｃ）に示す。
　ユーザの操作により表示部５３に、図４（ａ）に示すチャンネル画面３０を表示するこ
とができる。チャンネル画面３０は、各入力ｃｈの主なパラメータの設定状態を表示する
画面であり、図示する例は、チャンネル画面３０には入力ｃｈ１（ＣＨ１）～入力ｃｈ８
（ＣＨ８）におけるパラメータの設定状態が表示されている。また、入力ｃｈ１～入力ｃ
ｈ８はＤＣＡグループに属しており、属するＤＣＡグループのＤＣＡフェーダ１１で設定
されたＤＣＡレベルを表示するＤＣＡレベル表示部１１ａが設けられている。入力ｃｈ１
～入力ｃｈ８では、各入力ｃｈから実際に送出されるレベルを表示する後述するｃｈレベ
ル表示部３１ｂと、各入力ｃｈのフェーダ２４で設定したフェーダレベルを表示する後述
するフェーダレベル指示部３１ｃがｃｈレベル表示部３１ｂにオーバレイ表示されている
。また、入力ｃｈ１～入力ｃｈ８では、各入力ｃｈにおける他のパラメータの設定状態も
表示されており、図４（ｂ）に拡大して示す入力ｃｈ４（ＣＨ４）を例に挙げて説明する
。
【００１４】
　パラメータの設定状態が表示されている図４（ｂ）に示す入力ｃｈ４では、入力ｃｈ４
のチャンネル番号「ＣＨ４」がｃｈ番号部３１ａに表示され、その上側にｃｈレベル表示
部３１ｂとフェーダレベル表示部３１ｃとが表示されている。フェーダレベル表示部３１
ｃは、フェーダのノブを模擬する横に細長い矩形状とされ、フェーダレベル指示部３１ｃ
の下からの高さ位置でフェーダレベルを示している。ｃｈレベル表示部３１ｂは、縦に長
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い矩形状の枠で表示され、例えば濃い色のバーの下からの長さでｃｈレベルを表示してい
る。このｃｈレベル表示部３１ｂに表示されるｃｈレベルは、実際に送出されるレベル（
フェーダ２４で設定されたフェーダレベル×ＤＣＡフェーダ１１で設定されたＤＣＡレベ
ル）であり、フェーダレベル表示部３１ｃにオーバレイ表示されている。レベル表示部３
１ｂの上側にはパン２５の定位状態を示すPAN 部２５ａと、さらにその上側に入力チャン
ネルをオン／オフするCHSW２７ａが表示されている。ＡＵＸバスセンドエリア３１では、
ＡＵＸバス１２が８本とされている例が示されている。また、CHSW２７ａは、図１に示す
フェーダ２４とＰＡＮ２５とを接続するラインであって、フェーダ２４からの信号を分岐
する前に挿入されており、CHSW２７ａをオフすると、フェーダ２４からＡＵＸバス１２お
よびＳＴバス１３への送出がオフになる。
【００１５】
　なお、ｃｈレベル表示部３１ｂでは、上記した図３に示す表示処理で算出されたフェー
ダ２４から実際に送出されるレベルが記憶手段から読み出され、表示された濃色で示すバ
ーの長さが読み出されたレベルに応じた長さとされる。図示する場合は、入力ｃｈ４がＤ
ＣＡグループに属しており、入力ｃｈ４の入力ｃｈ部１０－４のフェーダ２４に設定され
ているフェーダレベルに、ＤＣＡフェーダ１１に設定されているＤＣＡレベルが乗算され
たレベルが表示される。他の入力ｃｈ（ＣＨ１～ＣＨ３，ＣＨ５～ＣＨ８）でも表示態様
は同様とされている。
　このように、チャンネル画面３０を表示させるとフェーダ２４で設定したフェーダレベ
ルに、フェーダ２４から実際に送出されるレベルがオーバレイ表示されていることから、
ユーザはチャンネル画面３０を見ることで、レベルを設定する際にフェーダレベルとＤＣ
Ａレベルとを対比しながら、効率的にレベルを設定することができるようになる。
【００１６】
　ところで、前述したようにCHSW２７ａをオフすると、フェーダ２４からＡＵＸバス１２
およびＳＴバス１３へ送出されなくなることから、フェーダ２４から実際に送出されるレ
ベルは最小のレベルとなる。CHSW２７ａをオフされた場合のチャンネル画面３０の表示態
様を図４（ｃ）に示す。
　図４（ｃ）に示す例では、入力ｃｈ３，５，６（ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ６）のCHSW２７
ａがオフされており、CHSW２７ａの欄がグレー表示されている。ＣＨ３，ＣＨ５，ＣＨ６
のｃｈレベル表示部３１ｂでは、０レベルが実際に送出されるレベルとして表示されてい
るが、CHSW２７ａのオン／オフに関わらずフェーダ２４で設定されたフェーダレベルはフ
ェーダレベル指示部３１ｃで表示されている。なお、上記した表示処理では、CHSW２７ａ
のオン／オフをフェーダ２４から実際に送出されるレベルに反映させており、CHSW２７ａ
をオフした場合は、０レベルが算出されて表示されるようになる。なお、０レベルが算出
されるのは、フェーダレベルおよびＤＣＡレベルがリニアスケールの場合であり、ｄＢス
ケールの場合は最小のレベルが算出される。
【００１７】
　本発明にかかるミキサ１の表示部５３に表示される入力ｃｈのメイン画面４０の構成を
図４（ａ）に示す。
　ユーザがメイン画面４０を表示させる操作を行うと、表示部５３に図４（ａ）に示す入
力ｃｈ用のメイン画面（CH View）４０が表示される。図示する例は、入力ｃｈ１用のメ
イン画面４０であり、「Ch.1 Vocal」のｃｈ名と、入力ｃｈ１に対応する入力ｃｈ部１０
－１に設定されている各種パラメータが表示される。なお、図示しないチャンネル移動ボ
タンを操作することにより、入力ｃｈ２～ｎのいずれかの入力ｃｈ用のメイン画面４０を
表示することができ、何れであってもメイン画面４０は共通の構成とされている。メイン
画面４０には、ＨＡ２１のゲインを回転角度で示すノブとレベルメータとからなるＨＡ部
２１ａと、ＥＱ２２の周波数特性のグラフとレベルメータとからなるＥＱ部２２ａと、コ
ンプレッサ２３の出力レベル特性を示すグラフとレベルメータとからなるComp部２３ａと
が向かって左側からほぼ中央部に表示されている。その右側には、フェーダ２４のフェー
ダレベルを設定するノブを備えるFader部２４ａと、そのレベルメータとが表示され、そ
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の上側にパン２５の定位状態を示すPAN 部２５ａと、さらにその上側にチャンネルをオン
／オフするCHSW２７ａが表示されている。さらに、これらの右側にセンド２６に設けられ
ているセンドフェーダで設定されたセンドレベルと、ＡＵＸバス１２のｍ本の各バスへ送
出される実際のレベルとをオーバレイ表示する後述するレベル表示部４２ｃと、後述する
Pre/Post表示部４２ｂとを備えるＡＵＸバスセンドエリア４１が表示されている。図示す
るＡＵＸバスセンドエリア４１では、ＡＵＸバス１２が８本とされている例が示されてい
る。
【００１８】
　ＡＵＸバスセンドエリア４１に表示されるＡＵＸバス１２のバス１に関連する表示態様
を拡大して図５（ｂ）に示す。この図に示すように、バス番号部４１ａに「１」と表示さ
れ、その右側にPre/Post表示部４２ｂが表示され、その右側にセンドフェーダで設定され
たセンドレベルをフェーダのノブを模擬するセンドレベル指示部４２ｄのレベル位置で示
すレベル表示部４２ｃが表示されている。ＡＵＸバス１２のバス１には、このバス３に接
続されているセンド部から送出された音信号が供給される。Pre/Post表示部４２ｂが図示
するように白抜きの○が表示されている場合は、バス１に接続されているセンド部にフェ
ーダ２４の前からのプリフェーダ（PRE）の音信号が供給されていることを示しており、
塗りつぶされて●が表示されている場合は、バス１に接続されているセンド部にフェーダ
２４の後からのポストフェーダ（POST）の音信号が供給されていることを示している。ま
た、上記した図３に示す表示処理で算出されたレベルにセンドフェーダで設定されたセン
ドレベルが乗算されて、センド部から実際に送出されるレベルが算出され、算出されたレ
ベルが濃色で示すバーの長さで示されるレベル表示がレベル表示部４２ｃにオーバレイ表
示されている。ＡＵＸバス１２の他のバスでも表示態様は同様とされている。
　このように、ＡＵＸバスセンドエリア４１のレベル表示部４２ｃに表示されるレベルを
、センドレベルと、ＡＵＸバス１２に実際に送出されるレベルとすることができることか
ら、ユーザはＡＵＸバスセンドエリア４１を見ることで、センドレベルとフェーダレベル
およびＤＣＡレベルとを対比しながら、ＡＵＸバス１２の各バスへ送る実際の音量を設定
することができる。
【産業上の利用可能性】
【００１９】
　以上説明した本発明のレベル設定装置を備えるミキサでは、各入力ｃｈに設けられてい
るフェーダ２４が、複数の系の個々のレベルを、それぞれ設定する個別レベル設定手段に
相当し、ＤＣＡフェーダ１１が、複数の前記系をまとめてグループ化することが可能とさ
れ、グループ化された複数の前記系における前記個別レベル設定手段の個々の設定レベル
を一括して設定する全体レベル設定手に相当し、任意の入力ｃｈを任意のＤＣＡグループ
に属させる設定を行うグループ設定手段が、個々の系毎にグループ化を設定するグループ
設定手段に相当し、フェーダ２４で設定したフェーダレベルをフェーダレベル指示部３１
ｃで表示すると共に、算出された実際に送出されるレベルをオーバレイ表示するｃｈレベ
ル表示部３１ｂが、前記系毎に、前記個別レベル設定手段で設定された個別設定レベルが
表示され、前記グループ化された複数の前記系では、前記個別設定レベルに、前記全体レ
ベル設定手段で設定された全体設定レベルを反映させたレベルが、前記個々の系から送出
される送出レベルとして、前記個別設定レベルの表示にオーバレイ表示される表示手段に
相当する。
　なお、ＤＣＡグループに属していない入力ｃｈでは、フェーダレベルのみ表示するよう
にしたが、ｃｈレベル表示部３１ｂを用いてフェーダレベルと同値の送出レベルをフェー
ダレベル指示部３１ｃにオーバレイ表示してもよい。
【００２０】
　上記説明したミキサ１のセンド２６は、プリフェーダ信号あるいはポストフェーダ信号
を選択するＡＵＸバス１２と同数のｍ個の選択部と、選択部にそれぞれ縦続接続されたｍ
個のセンド部とを備えている。各センド部は、ｍ本のＡＵＸバス１２のそれぞれに送るセ
ンドレベルを設定している。
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　本発明のレベル設定装置は、ミキサのレベル設定装置として説明したが、これに限るこ
とはなく、例えば、複数の照明を備える照明装置の各照明の照度レベルを制御するレベル
設定装置とすることができる。この場合は、複数の照明の個々の照度レベルを個別レベル
設定手段で設定し、複数の照明の個々の照度レベルを、一括して全体レベル設定手段で制
御することができる。
【符号の説明】
【００２１】
１　ミキサ、１０－１～１０－ｎ　入力ｃｈ部、１１　ＤＣＡフェーダ、１１ａ　ＤＣＡ
レベル表示部、１２　ＡＵＸバス、１３　ＳＴバス、１４－１～１４－ｍ　出力ｃｈ部、
１５　ステレオ出力ｃｈ部、２１　ＨＡ、２１ａ　ＨＡ部、２２　ＥＱ、２２ａ　ＥＱ部
、２３　コンプレッサ、２３ａ　Comp部、２４　フェーダ、２４ａ　Fader部、２５　パ
ン、２５ａ　PAN 部、２６　センド、３０　チャンネル画面、３１　バスセンドエリア、
３１ａ　ｃｈ番号部、３１ｂ　ｃｈレベル表示部、３１ｃ　フェーダレベル指示部、４０
　メイン画面、４１　ＡＵＸバスセンドエリア、４１ａ　バス番号部、４２ｂ　Pre/Post
表示部、４２ｃ　レベル表示部、４２ｄ　センドレベル指示部、５０　ＣＰＵ、５１　メ
モリ、５２　ＤＳＰ、５３　表示部、５４　操作部、５５　その他Ｉ／Ｆ、５６　音声Ｉ
／Ｆ、５７　通信バス

【図１】 【図２】

【図３】
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